
１
、
地
域
に
仕
事
と
所
得
と
安

心
を
生
む
地
域
経
済
循
環
に
つ

い
て

①
「
米
原
市
の
地
域
経
済
循
環

分
析
」
の
結
果
を
ど
う
見
る
か

②
市
の
地
域
経
済
循
環
率
か
ら

見
て
、
市
内
で
得
た
総
所
得
は

ど
こ
に
流
れ
て
い
る
か

③
大
企
業
誘
致
で
地
域
は
豊
か

に
な
っ
た
の
か

④
市
の
成
長
産
業
は
何
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
伴
走
支
援
を
し

て
い
く
の
か

⑤
医
療
が
薄
い
地
域
の
医
療
分

野
に
投
資
促
進
法
に
も
と
づ
く

新
た
な
事
業
体
の
誘
致
を

⑥
創
業
等
支
援
事
業
な
ど
の
活

用
に
よ
っ
て
市
内
で
起
業
す
る

人
の
積
極
的
支
援
を

⑦
高
齢
者
に
よ
る
年
金
支
出
が

市
内
の
経
済
循
環
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
経
済
政
策
を

⑧
新
幹
線
通
勤
者
定
期
券
等
補

助
金
の
利
用
促
進
を
通
し
て
、

所
得
の
市
外
流
出
減
少
を

⑨
域
外
で
も
所
得
を
獲
得
で
き

る
強
み
を
持
つ
、
地
域
産
業
や

市
内
企
業
の
育
成
を

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
5
類

移
行
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
問

う①
２
０
２
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
対

応
に
つ
い
て

②
5
類
移
行
に
伴
い
、
発
熱
等

の
症
状
が
出
た
場
合
の
相
談
・

診
療
方
法
は

③
「
発
熱
等
」
で
イ
ン
フ
ル
か

新
型
コ
ロ
十
か
検
査
を
求
め
ら

れ
た
場
合
の
対
応
は

④
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
診
断

さ
れ
、
外
出
自
粛
を
求
め
ら
れ

た
場
合
の
対
応
は

⑤
5
類
移
行
に
伴
う
小
中
学
校

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対

応
に
つ
い
て

⑥
学
校
や
高
齢
者
施
設
等
で
集

団
感
染
が
発
生
し
た
場
合
の
市

の
対
応
は

２
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ

ル
や
ス
マ
ホ
の
危
険
性
の
認
識

は①
最
近
の
報
道
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

②
米
原
市
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
中
心
と

す
る
計
画
に
つ
い
て

③
Ｄ
Ｘ
推
進
で
各
種
業
務
の
省

力
化
、
事
務
の
効
率
化
、
財
政

的
メ
リ
ッ
ト
は

④
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
め
ぐ
る
危
険
性
に
つ
い
て
の

周
知
は

⑤
学
校
教
育
に
お
い
て
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
め
ぐ
る
そ
の
危
険

性
に
つ
い
て

３
、
近
江
長
岡
駅
の
無
人
化
に

つ
い
て

①
JR
東
海
か
ら
市
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
事
前
相
談
は
あ
っ

た
の
か

②
そ
の
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
は

③
醒
ヶ
井
駅
、
柏
原
駅
で
の
発

券
業
務
等
の
委
託
方
式
は
検
討

さ
れ
た
の
か

④
無
人
化
で
近
江
長
岡
駅
の
環

境
悪
化
や
防
犯
上
の
問
題
は
な

い
の
か
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6
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
順
番
が
確
定
し
ま
し
た
。
発
言
者
は
10
人
で
す
。
山
脇
議
員
は
初
日

8
日
3
番
目
（
11
時
頃
）
で
す
。
藤
田
議
員
は
9
日
3
番
目
（
11
時
頃
）
で
す
。
こ
の
民
報
が
届
け

ら
れ
る
時
に
は
終
了
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
視
聴
を
お
願
い

し
ま
す
。
質
問
時
間
に
つ
い
て
は
変
動
が
あ
り
ま
す
。

山
脇
議
員
の
一
般
質
問

雑
感

市
長
は
6
月
定
例
会
の
あ
い
さ
つ
で
広
島
で
開
か
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
ふ
れ
て
、
核
廃
絶
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
同
感
で
す
。
核
廃
絶
を
将
来
の
課
題
と
し
、
「
核
抑
止
力
」
を
現
実
的
な
課

題
と
し
て
認
め
る
ヒ
ロ
シ
マ
ア
ピ
ー
ル
は
許
せ
な
い
と
の
発
言
で
し
た
。
国
連
で
正
当
に
発
足
し
た
条
約
で
あ

る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
触
れ
ず
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
思
い
か
ら
離
れ
た
ア
ピ
ー
ル
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
象

徴
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
「
核
の
ボ
タ
ン
」
を
ヒ
ロ
シ
マ
に
持
ち
こ
ん
だ
こ
と
で
す
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
時
に

も
同
じ
で
し
た
。
い
つ
で
も
核
の
ボ
タ
ン
を
押
す
よ
と
の
意
思
表
示
で
し
た
。
こ
ん
な
ア
リ
バ
イ
作
り
に
ヒ
ロ

シ
マ
は
利
用
さ
れ
た
く
な
い
。
そ
れ
が
被
爆
者
の
率
直
な
思
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

北
朝
鮮
は
今
す
ぐ
核
兵
器
を
廃
棄
せ
よ
。
平
和
な
東
ア
ジ
ア
の
た
め
、
日
本
共
産
党
は
頑
張
り
ま
す
。

藤
田
議
員
の
一
般
質
問

市
内
で
の
起
業
家
支
援
を

企
業
誘
致
で
豊
か
に
な
っ
た
の
か

ス
マ
ホ
の
危
険
性
の
認
識
は

５
類
移
行
に
伴
う
対
応

近
江
長
岡
駅
無
人
化
の
問
題

近
江
長
岡
駅
で
放
置
さ
れ
る
自
転
車


